
小学部の実践

ら_ ∴十 ��ｸ�ｲ�デ｢■"｢＼- 傚���� 

- 

∴∴ ��ﾂ���ﾒ�窮吉事 ｡討. 諒:--;,.,-.早 ～ ヽ_一〇一〇一°一°-:一 撃÷端 ､蒔:置i I-ji-)､--:裏書菖''-一 ･∴寒雲 il.,＼一､-ゝ〝.壬圭 子:ヽ●一° 

訪i 娘も鷺i ･ノ 多多 i､'基 ,隻.i y∴ ◆ 3+.L ∴∴子 r'.i IJ 

ら 下'i_ チ), 了,+!?, ･＼-`--登-LriS'. 二一倍 梯�ﾈ��ﾒ�������ｲﾚH耳自69nﾂ�I 藍 ¥ 卒中.～. -血一〇五 討���*��nW���ｳｨ.��B��*H�Κ�B�ｸ�����r�Bﾓ｢rrb�R｢ﾘﾖr��"������ﾂ��ﾂr�耳������ﾒx,H爾�

I.少. 劍�������ｨ��R｢r�

-22-



目　　次

1　日常生活の指導｢登校後,下校前の支度,着替え｣

小学部1組　　四ツ永信也　篠原麻葉　上屋文憲

2　図画工作科｢ねんどであそばうI｣一一一一一一一一一一一一一一一一

小学部1組　　篠原麻葉　四ツ永信也　上屋文悪

3　日常生活の指導｢あさのかい｣

小学部2組　　新條嘉一　中島絵理子

4　算数科｢ながい,みじかい｣

小学部Aグループ　　中島絵理子　福元康弘

5　算数科｢ながさをくらべよう｣

小学部Bグループ　　白玉暢之　柳元香菜美

6　国語科｢ひらがなをよもう,かこう｣一一一一一一一一一一

小学部Bグループ　　柳元香菜美　白玉暢之

7　自立活動｢みんなでたのしくかつどうしよう｣

小学部抽出グループ　　有田成志　福元康弘

･/1 - 豆 チ. ��韆ｲﾃ���8Fｩ¥xﾘﾂ�*ﾙ���2�JB��h蓼�87��蓼蓼蓼7謦���ﾂ�����｢�猶､7翻 (",i ∴ヽノ∴′ ･倉∴ 冏ﾅ��ﾇ"ﾒ�]��囲 ｣ 辛 ヽiノヽ′､ 

:) 義SL:::A, 一′ H,?- 鐙�｢�8�����ﾈ���

ー＼ ＼ � 

-23-

24

27

39

42



小学部　日常生活の指導

題材名｢登校後〃下校前の支度,着替え｣

授業者:四ツ永信也　篠原麻薬　上屋文葱

対　　象:小学部1組　　男子3人　女子3人

実践期間:平成　24　年　4　月　～　11月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)絵カードを手掛かりにして,登校後の支度,下校前の支度を行うことができる｡

(2)ボタンやフックを掛け外して衣服を脱いだり,脱いだ衣服の整理をしたりすることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型.活用型 倬��B�

毎時間の学習活動.内容は日々同じ流れで行う｡ ��做ｹ;霰��｢�]�WH*�.��ｨ�.)_ｹd�/�&ﾘ.��ｲ�20.5 

1登校後の支度を行うo 

(1)連絡帳など,かばんの中から支度物を出すo �(Y�h*h,ﾈ自��,ﾉzﾈ.ｨ/�&ﾘ,�+ﾘ.つ�

(2)所定の場所に片付けるo �ｨ�,�(Y�h*h+ﾘ.�+x.薬�

2体育服に着替えるo ��做ｹ;霰��｢�72 

(1)制服を脱ぐ｡ 丶x4ｨ�ｸ6�,h迚7瓜�/�耳,(耳,"�

(2)体育服を着る○ ��陌�+X+ﾘ.な訷�Uﾈ,��,�,Bﾒ�

(3)制服をハンガーに掛けたり盛んだりする○ 傀�,�(Y�h*h+ﾘ.�+x.��ｸｻ8蹌ﾘ,ﾂ�

3下校前の着替えをする. �ｹxｨ.(笹Y�,ﾉ�騫ﾘ,ﾈ覈_ｸ/�&ﾘ.薬�

(I)体育服を脱ぐ○ ��乖駅�ﾅ��｢�

(2)制服を着る○ 丶x4ｨ�ｸ6�/�麌/�訷ｧﾈ*�.�,丿��

(3)体育服を着替え袋に片付ける○ �*h+ﾘ�.�,ﾈ�ｨ�,兢�WH*�.���

4下校前の支度を行う｡ ��乖駅�ﾅ��｢�74 

(1)所定の場所から支度物を持ってくる｡ 丶x4ｨ�ｸ6�.(訷�Uﾈ/�ｨ駅�+X,��

(2)かばんに片付ける○ �*ｨ.y(Y�h*h.(迚7�/�ﾗ8*H�ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

登校後の支度の流れ 仆8踪*ｨ､x4ｨ�ｸ6�/�竧.つ�絵カードを壁に取り付 俾兒ｨ,X､x4ｨ�ｸ6�/����

や片付ける物,場所を 仞��ﾉZ�,i[�+�,H輾+8+X+r�け,自分で絵カードと支 俥ﾈ+X,�*ｨ.x耳,(耳,(,ﾈ轤�

知ることができる○ �.�+�,h,Rﾈ迚7瓜�,i�陌��度物とを対応できるよう �7瓜�/�ｦﾙDh+Rﾉ�8,H/�]��

することができたOLか �,�+X+ﾘ.な迚7�,ﾈ�.ﾘ.��付けることができるよう 

し,教師の支援が必ず必 �*ｩZｨ*�.�.h*H,�+X+ﾘ.�+r�になってきた｡称賛に表 

要となるo(Aさん,Bさ �.�+ﾘ-�,�4ｨ�ｸ6�/�(Y$X��情が和らいでいた○(A 

ん,Cさん)(4月16日) �,兔��+x.��ｲォﾈ�#�?｢��さん)(5月25日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(新修教諭: 4/26実施　日常生活の指導｢朝の会｣における｢お楽しみ活動｣を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

着替えにスムーズに 倡�7�/�5�8��ｸ5�,做�.ﾒ�軽業研究会において, 乖�:靜8,ﾈｧ�+X-ﾘｨ�:��

取り掛かることができ �.x+�.�*｢ﾈｸ8*(+ﾘ.なﾕ��児童が複数の選択肢から �/�ｯｩ�(+x.亢8鰄+�*�.rﾂ�

る○ ��5�7��ｸ5�,��ﾈ.x,�*�,"�活動を選択できることで 从8*ﾘ+�,h,�*ﾘ5�8��ｸ5�,��

たりして,着替えること �9w�4�,育�/�ﾊ�+�,H*(+ﾒ�更衣に移り,着替えを教 

を拒否する. �+�,h*�.rﾉ(Y�h*hﾎ8,ﾈ*��師と一緒に行うことがで 

(Bさん,Cさん) 乂�+X-ﾘ/�Z��I/�麌+Rﾈ髓�きるようになってきた○ 

(4月23日) �;h*ｩ��-F�Hﾈ�3�?｢��(Bさん)(5月17日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

朝の支度を自分で行 丶x4ｨ�ｸ6�,h迚7瓜�,h/��言葉掛けのタイミング 倡x*ｸ+X,ﾉ_ｸﾏﾈ/�|x*ﾒ�

うことができる○ ��陌�+x.�+�,h,ﾘ,X*ｸ,H*ｲ�と称賛の在り方について 侈�,Bﾉ�陌�+x.倡�7瓜�,��

ているが,周囲の状況に �8ﾊ�/�.�.x,�+ﾚ�+ｸ+�,Rﾂ�自分で気付くことが増え 

注意が移り,なかなか支 丶x4ｨ�ｸ6�,�(ﾙmｨ*ｨﾏﾈ*ﾘ.b�てきた○自分でできたこ 

度に取り掛かることがで �*H,鎚輾+8+X,�.h.倡x鹵ﾂ�とを実感できた様子で, 

きない○(Bさん,Cさん) (5月16日) 倩ｸｦ�/�麌/�[�+�+ﾙZｨ*�.��.(+x*(�裴/�ﾗ8*F��スﾈ��y?｢��称賛に笑顔を見せたり, タッチをしたりする姿が 見られた○(6月21日) 

Ⅲ　授業と児童の変容

1授業の変容

授業を改善する中で本年度入学した1年生3人も登下校時の支度を自分でできるようになったり,活

動に要する時間を短縮(図2-I)してきたりしている｡支度物を示した絵カードを手掛かりとして活用でき

ることで,一つ一つの支度物を絵カードで確認しながらかばんに出し入れしたり,支度が終わったことを

絵カードが無くなることで自分で績認したりする姿が見られるようになった(図2-2)｡

また,着替えに関しては　手順表を手掛かりにできるようになったことで　手順表を見ながら自分で順

序良く着替えようとしたり,シャツのボタンやズボン等のホックの掛け外しなど,自分でできることが増

えてきたり(図2-3),できないことを｢先生｡｣や｢手伝って｡｣と依頼したりすることができるようになっ

てきた｡自分でできるようになってきた喜びから,脱いだ服を畳むことにも意欲的に取り組んでいる｡

1難しい　2支援のもとできた3部分的に自分でできた4できた

図2-1支度等に要した時間の変容(Cさん)　図2ゼ　指導目標達成度の変容(支度)
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1難しい2支接のもとできた3部分的に自分でできた4できた

図2-3　指導目標達成度の変容(着替え)



2　児童の変容

Aさんは,着替えに関して｢着替えしない｡｣と拒否したり,着替えに向かうものの椅子に座ったまま

着替えさせてもらうことを待っていたりする姿が見られていた｡これは見通しの面で,何を,どのように

して行えば良いの力不安に感じていたのではないかと推察した｡この様子から,着替えに関する課題分析

を行い,まずは着替えのポイントとなる8項目について手順表(写真2-1)を作成することにした｡この

手順表に書かれた内容を見たり読んだりしながら,一つ一つの動作を自分でしょうとする姿が見られるよ

うになるとともに,着替えが終わったことを笑顔で伝えるようになった｡さらに,課顕分析から支援を要

する項目を三割膜表に順次追加していくことで着替えに関する各手順において部分的に,もしくは全てに

おいて自分で行うことができる(図2-4)ようになった｡ 襲透し ��
-4月20日 

身だしな �-ﾙ��2�･,"""-6月14日 

i i �ｨ爾���ﾈ�#�?｢�

重み �6�984ｵ�I��7ｸ5�92� 

1雛しい　2支接のもとできた　3部分的に自分でできた4できた

写真2-1手順表　　　　　　写真2-2　主体的に着替えるAさん　　　図24　重点指導項目の達成度推移

Ⅳ　活用場面の様子

Aさんは家庭において,保護者と一緒に着替えをすることが常であり,自分でしょ

うとする姿はほとんど見られていなかった(指導開始時期)｡そこで　活用場面を家

庭での着替え場面に設定し,日々の取組を共有すること【並行的設定】,学校ででき

るようになったことを家庭においても活用すること【段階的設定】を柱とした取組

を行った｡具体的には　日々の取組を共有するためにがんばり表(写2-3)を作成し

て着替えに対する意欲を高めたり,定期的に重点指導項目について評価をし合った

りした｡併せて,学校で活用できるようになった手順表などの支援ツールを家庭で

使用するようにした｡その結果,自ら着替えに向かうことが増え,着替え後に｢(ご　　写真2-3がんばり表

褒美)シール贈る｡｣と喜んで伝えてきたり,各手順において自分でできることが増えてきたりしている｡

さらに, ｢年間を通して身に付けさせたいこと｣において, ｢意図した動きの調整(ゆっくり･じっくり)｣

について体育科や自立活動などの時間に並行的に取組を進めたことによって,気持ちと動きを調整しながら手

元を良く見たり,慌てることなく活動に取り組めたりすることが増えてきた｡その結果,手指の細かい操作,

注視が必要なボタンやホックの掛け外しが自分でできるようになるとともに,意図した設定ではないが,国語

科において始点と終点を力強くゆっくりとした運筆で直線を書くことができるようになってきている｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本実践は, 3人の担任による取組であり,児童それぞれの重点目標を設定する際,共通の観点が必要であっ

た｡今回,これまで本校で使用されていた｢日常生活のチェックリスト｣を短時間で記録できる簡易なものに,

そして記録者にとって分かりやすい観点にしたことで　効率的に児童一人一人の様子について共通理解を図る

ことができた｡一方で　支度,着替えに関する各手順において,十分な定着を図ることができていない面もあ

る｡これまでの取組によって,できた自分に気付くなど,自分とのかかわりを少しずつ深めてきている子ども

たちである｡自分の取組を確認し,修正できる手立てについて段階を踏まえながら今後も検討していきたい｡
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小学部　図画工作科

題材名｢ねんどであそばうI｣

授業者:篠原麻薬　四ッ永信也　上屋文悪

対　　象:小学部1組　男子3人女子3人

実践期間:平　成　2　4　年　5　月　～　9　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

素材としての粘土で遊ぶ活動の中で,材料や用具と組み合わせながら,形を変化させたり,粘

土を操作したり,形作ったものに意味付けをしたりして,自分の方法で表現することができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型"活用型 倬��B�

1いろいろな粘土に自由に触れる. ��做ｹ;霰��｢�訷.)�ｸ,X*(.ｸ*(.ｸ,右97�,��x.｢ﾂ�ﾔH*ｸ,悪I�x,ﾉE97�/�ﾊ儻H*�.��ｲ�1 

2粘土をいろいろな形に変化させたり,材料や ��做ｹ;霰��｢�3 

用具と組み合わせて遊んだりする○ 僞97�,hﾝ驅�.)w�ｾ�/��x-ﾘﾘx.ﾘ+�.��

(1)手で操作する○ 乂�+X+8/�&ﾘ.���

(たたく.ちぎる.丸めるなど) 偃�,YE97�/���ﾞﾈ+x.兩ｹd�/�&ﾘ.��ｲ�

(2)いろいろな材料や用具と組み合わせて遊ぶ｡ ��乖駅�ﾅ��｢�

(3)形を変化させたもので遊ぶ○ 俤驅�.)w�ｾ�,h,ﾉ�x-ﾘﾘx.ﾘ+兩ｲﾉ���,�.h.���ﾞﾈ,ﾉ_ｹd�/�ｨ駅�+X,�*ｨ.rﾂ�ﾆ�*ｩ¥�ｸ+x.�+�,h,亢9WH*(+ﾘ.な齟�Zｨ,Xﾆ�ﾞﾈ,�+ﾘ.�,ﾈ,�9j�WH*�/�+X+ﾒ�.�+x.��ｲ�

3粘土をいろいろな形に変化させたり,遊んだ ��乖駅�ﾅ��｢�3 

りしたものを発表したり,紹介したりする○ �*(.ｸ*(.ｸ,胃驅�.)w�ｾ�,i�x-ﾘﾘx.ﾒ�

(I)これまで経験した操作を生かしたり,好き �+痛vﾈ��,胃驅�.)w�ｾ�/�諄*F��

な材料や用具と組み合わせたりして遊ぶ○ 

(2)作ったものを発表したり,遊んだものを紹 

介したりするo 

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った授業改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

粘土の基本的な操作 僞97�,ﾈｫI�x/�ｧ�+X-騅ﾈ���授業の導入で,たたく, �(+8/�,dh+8/�,ﾒﾈ慄uh-��

(たたく,ちぎる,丸 �,ﾘ*�.�*｢ﾈ訷輾/�諄,�,I���ちぎる,丸めるなどの操 �,ﾈ7H8ﾈ�ｸ5�/�慂*(,�*ｨ.rﾉE2�

めるなど)を知ること 俥ﾈ+x.况ﾈ��*ｨﾊ�.x.ｨ,�*(�ｲ�作を取り入れた歌遊びを �7�/���ﾞﾈ+x.�.h*H,�,�,�+ﾖ��

ができる○ 茶hﾈ緤?｢��する○(6月12日) 茶hﾈ��)?｢��
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2　授業研究会(参観者)を通して行った授業改善

(中島教諭: 5/18実施　算数科授業研究会｢なかまあつめをしまう｣における教材･教具の配置を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分で使いたい材料 俾兒ｨ,ﾈ+X+ﾘ*)uh-�.(ﾞﾈ.��授業研究会で,児童が �8+8/�,ﾒﾈ齷Zｨ*�.x5ﾈ7H6r�

や用具を選んで取って �+ﾘ*)Z�,��,�,Bﾈｨ�:�+X.b�必要な物が分かって自分: �4�8ｨ�ｸ8�,ﾈ4ｨ6(7h.(5�7h�ｸ92�

来ることができるo �*H,h+x.况ﾈ��*ｨ*�.�*｢ﾉTｲ�で取りに行ける教材教具 �/���/�,X鰄,�,H*ｸ,Bﾈｧ�+X+ｲ�

要な材料や用具を選ぶこと �,ﾉGｩ'X,ﾉ�Y��+8/�ｫH+bﾂ�うにアイスクリーム屋さんを 

が難しい〇 I (6月15日) 冰ﾉ�ｨ+8.ｨ.乖�:�,�.h,�,B�始めた.Fさんは,｢お団子o｣ 

コーナーを設け,材料や �,hﾋ�,�,H齷Zｨ,Y'ﾈｿ�/�鰄,�,B�

用具の種類を分けてコ- �*ｸ,IE97�/�*ﾘ,)WH*�(*��ｲ�

チ-ごとに配置すること �/��ｺ8,h*H.ｨ+X+ｸ*H,仆8踪,��

にした. (6月18日) ���-x+8+�+ﾘ.な齷Zｨ,Y��-x+ﾒ�.�+x.�-ﾈ,ｸ/�+X,Iuh/�,X*"�+ﾒ窿hﾈ���?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った授業改善

目標.教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

Aさんが好きなマ- ��+8/�,ﾙE97�/��x.�+�,b�｢教材.教具の使い方 �8(6h8ｸ/�ﾊ�,�*ｨ.x晴+X+�,"�

クの型パネルに,手で �*ｨｾｨ訷,Rﾈ齷Zｨ*�.x訷,YE2�の提示次第で粘土に直接 僞97�/�訷,偃h.な7�6ﾈ8ｸ,僞2�

粘土を詰めることがで �7�/��x.ｸ*H,h+�+なｻ8ﾝ粐�かかわることができるの �7�/�ｶﾈ-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ���

きる○ 仆8ｾ�,ﾈ-ﾘ,仆ｹj�隴i�8*ｨﾏﾂ�では.｣との意見をもらい, 凅��8*ｨ.�,bﾈ�.�,ﾈ見'X,俾��

いている｡ (6月16日) ��iZｨ*�+X+ﾙE97�/�w��8+Rﾂ�分から置きに行ったo｢誰が 

モデルを提示したo出来 俥ﾈ,(+ﾘ,ﾃ�8,ﾈ�n(,通$��

た物を飾る場所も設置し, 活動の見通しをもつこと ができるようにした○ (6月20日) �*ﾘ/��ｺ8,h�ｮx,Y9ｨ*h+ﾘ�ｲ�ドﾈ�#�?｢��

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

本題材では,児童の興味･関心と粘土の特性を生かせる教材･教具と材料や用具を用意し,主

体的に粘土とかかわることができる学習活動や環境を設定した｡しかし,積極的に粘土の感触を

楽しむ据置から粘土に触ることが苦手な児童まで,幅広い実態がある中で,学習活動に取り組む

姿に差が見られ,ねらいに十分に迫ることができていない様子があった｡また,同じ場で活動し

ながら,個々の活動で終わってしまう様子があった｡

そこで,授業研究会で挙げられた意見等を参考に,教材･教具等の整理や場の設定を中心に,

授業改善を進めた｡具体的には,個々のねらいに沿った教材･教具等と併せて,集団で共有する

ことができる粘土タワーや壁面を設置し,自分の作った物を飾ったり友達の作った物を見たりす

ることができるようにした｡また,場を広く使い,それぞれが活動するスペースを十分に確保し
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たり友達の様子に注意を向けたりすることができるようにした｡

その中で,教師は児童が活動に集中しているときは言葉掛け等を

しないで見守り,必要なタイミングで友達のしている遊びに誘っ

たり,友達の様子に注目できるような言葉掛けをしたりした｡

その結果,個々の実態やねらいに応じた｢教材･教具とのかか

わり｣に加えて, ｢友達とのかかわり｣が手掛かりとなって,苦手

な粘土に触ったり材料や用具と組み合わせる方法を知ったりして,

粘土におけるそれぞれの楽しみ方や表現方法を見付ける様子が見

られるようになった(写真2-4)｡

2　児童の変容

Eさんは,授業開始当初,粘土が手に付く度に水道に手を洗い

に行くなど,継続して粘土とかかわる様子が見られなかった｡

そこで, Eさんの興味･関心のある好きなものを転がす遊びを

生かしてスライダーを作成し,遊びの中で粘土に触れることに慣

れることができるようした｡

その結果, Eさんは,スライダーに転がす粘土を,塊から自ら

ちぎって丸め,何度も遊んだりする様子が見られるようになった

(写真2-5)｡また, Eさんの転がす様子を見て, Dさんも粘土を自

分でちぎって転がすなど, ｢友達とのかかわり｣にも広がりが見ら

れた｡

Ⅳ　活用場面の様子

題材｢ねんどであそばうⅡ｣では,つくりたいもののイメージを

もって粘土で形作ることをねらいとした｡ここでは,子どもたちが

具体的な形をイメージしたり,テーマを共有したりすることができ

るように,生活単元学習の｢つくってたべよう｣において取り組ん

でいたおにぎりをモチーフにして粘土を形作ることにした｡その中

では,粘土の感触が苦手だった子どもが粘土に親しみをもって自分

から触れたり,粘土をたたいたり丸めたりして手で操作したりする

な　ど, ｢ねんどであそばうI｣で学習したことを,自ら活用して

おにぎりを作る様子が見られた(写真2-6)｡

写真2-4　友達をまねてソフ
トクリームを作るD
さん

尊書潤一∴ � 白�ｨ.�2�x示ﾂ�

-∴拙 -:灘'- �.i ∴t.I 蔦｢�X�ﾈ�"�
-.- 

､一一＼-､＼/i メ.､＼溝 

写真2-5　自分で丸めた粘土
をスライダーで転が
すEさん

I.( ��･ツー∴置 .S,-.密.Lg' ��ｲu2�

I,I.1漣言一誌 ∴.潰三 椄r�X��ｨ耳���械�

写真2-6　粘土でおにぎりを
作るAさん

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

図画工作科の実践を通して,授業研究会等でたくさんの意見が出される中で,自分の疑問や課題

の解決につながる様々なヒントを得ることができた｡また,試行錯誤しながら改善していくことで,

粘土に触れることが苦手であった児童が自分から粘土に触れるなど,教材･教具とかかわりながら

生き生きと活動している姿を見ることができた｡今後も日々の授業改善に努めていきたい｡
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小学部　日常生活の指導

単元名｢あさのかい｣
授業者:新條　　嘉一　　中島絵理子

対　　象:小学部2組　男子3人　女子3人

実践期間:平成　2　4　年　4　月　～ 1 0　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標(漢 1内は朝の会を立案するに当たって設定した視点)

(i) 1日の学習や生活に対する見通しをもつことができる｡

【見通し･反省/学習意欲･生活意欲の向上】

(2)呼名や物の受け渡しなどの活動を通して同じ学級の友達を意識したり,お楽しみ活動を通

して仲間と活動を共にすることの楽しさを知ったりすることができる｡　【仲間意識の向上】

(3)みんなで｢めあて｣を決めて確認することで,目標をもって生活すること-の意識を高める

ことができる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生活意欲の向上】

(4)朝の会の会順や内容を知り,進行にしたがって係活動や,意思表示を適切に行うことができ

る｡　　　　　　　　　　　　　【自己の発揮/役割意識の向上/発表･進行スキルの向上】

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1朝の会の会順や内容を知る○ ��做ｹ;霰��｢�ｻ8踪,ﾈ辷�/��8*�,�*ｨ.rﾈ檍�4ｨ�ｸ6�9�,ﾂ�辷�68�ｸ8ｸ,ﾈ諄*)_ｹ9�/�&ﾘ.��ｲ�22.5 

2自分たちで｢あさのかい｣の運営 ��乖駅�ﾅ��｢�16.5 

をするo 仆8踪,ﾈ辷�/��8*�.�+�,h,�*ﾒﾈ辷�68�ｸ8ｲ�/�諄*(,�*ｨ.rﾉ*�,ﾈ檍/�齷Zｨ+ﾘ+�,Y��-�.�+��,h*ｨ,X*ｸ.停�

3支援ツールなしで,自分たちで｢あ ��乖駅�ﾅ��｢�28.5 

さのかい｣の運営をする. ��yUﾈ,ﾈ-ﾘ/�ﾊ�,BﾉTｹwh,�+�.�-8/�ﾋ�,�+ﾒ�.なｨ�:�/�+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

適切な声の大きさで司会. ��+8/�,ﾒﾈ檍�4ｨ�ｸ6�9�,ﾂ�学級の自立活動の時間に｢声 �)�ｨ,ﾈ.�,ﾈ+8+Z8/�諄,�,B�

進行ができる｡ 倡�x68�ｸ8ｸ*ｨ,�*ﾘ,H.�譏橙��の大きさの調節｣で使ってい 仆8踪*｢ﾉ�ｨ,ﾉ�X*ｸ+8/�麌+x,bﾂ�

進行を行うことができるが, �+ﾚ)�ｨ,ﾈ.�,ﾈ+8+Z8/�麌+X,B�その意図を理解し,声量を上 

声が小さく,周囲に伝わりに �-ﾘ.�2�げて司会.進行をすることが 

くい○(9月4日) 茶��ﾈ綺?｢��できた｡(10月5日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(中島教諭: 5/31算数科授業研究会｢なかまあつめをしよう｣におけるVOCAを用いた児童自身の進行)

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

会順表や会順カードを使つ ��ｩlｮ4��,ﾈ*�.�(+8/�,ﾒﾂ�家庭で,せりふを録音した 冲i$(,俾兒ｨ,ﾉ�ｨ/�[x*(,H.��

て,司会.進行を行うことが ��y�X.稲��X.�,X譏橙��俎8+R�ICレコーダーを操作し,司 �.x*h.�+�,bﾈ譏橙��俎8*ｨ5��

できる｡ �.h*H,h+x.�*｢ﾈ�鈷*ｩyﾘ��+r�会.進行できないかと考え, �8��ｸ5�,�,X*ｸ.�+�,h*�.x�ｮr�

ることが難しいo �i.ｸ,仄i|ﾘ源xｨ/�+x.薬�で役割を果たすo 

(5月18日) 茶hﾈ��?｢��(6月4日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

腱康観察(元気調べ)の際, ��+8/�,ﾘ�ﾘ,�)Dﾚ2ﾄ8+2�連絡帳を活用してはどうか ��+8/�ﾄ8+8/�,h.�,痛���

pICシンボルを使って自分 �/�,ﾘ�ﾘ,�(ﾋ8ｴ:8/���-H,�,rﾂ�との意見が挙げられたo 凅ﾙ*�,h腰,�.儷ﾈﾋｸ*ｨ*�,�+ﾘ�｢�

の健康状態を伝えることがで ��ﾉ+(/�4ｹ��,�6�*h.�+�,h*ｩ>��-連絡帳の｢健康状態｣欄 凩�ｻ8踪,h耳�,刋�xﾙ*�/�ﾜB�

きる｡ �+X*(�ｲ�ォﾈ�#i?｢��にPICシンボルを掲載し, �7姶ﾙDh+x.�,bﾉ4ｹ��,�5h987ﾂ�

朝保護者に当日の体調を記 �8ｸ/�����+x.���

大してもらう｡(5月14日) 茶Xﾈ��Y?｢��

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

本単元の全体目標を基にその変容を見てみたい｡太字が｢授業研究会(授業者)を通して行っ

た改善｣,波線部が｢授業担当者が行った改善｣である｡

全体目標 釘ﾓXﾈ韜��10-11月時 

(I)1日の学習や生活に対する見通し 乂x�4ｨ8ﾈ985��ｸ/�諄,�,H駟��,冰ﾉ.�/��連絡帳に｢明日の予定｣を書く学習を 

をもつことができるo 丿ﾙDh+X,H*(.倬�;h*ｨ*(.�ｩ_ｸ,Rﾉ9i?ｨ,��設定したことにより,朝の会の｢今日の 

なってその日の予定を理解する児童もい 冰ﾉ.�8/�*�*�.h+ｹyﾘ��+X,H*�.y[x*ﾘ髯;b�

た｡ �*ｩ�ﾘ*h+ﾘ�ｲ�

(2)呼名や物の受け渡しなどの活動を 冲i$(,ﾉkﾉ��*ｩZｨ*�.x,�*�,�+ﾘ.なｮx,b�｢お楽しみ活動｣をマグネットで投票 

通して,同じ学級の友達を意識した 冖ﾉ��*ｨ自'h+X,H*(,�*�,(+ﾘ.�,h*(,�+ﾘ���する方法にしていたが,日直が`の 

り,お楽しみ活動を通して仲間と活 �*ｩ�ﾘ*ﾘﾊ�.x.｢ﾈｧxｸ�,ﾉ(xｭH,h*(*H�8�*｢�の前に/一マグ､､､トの曳け渡しす J一丁 

動を共にすることの楽しさを知った りすることができる○ 僮h*�,(+ﾚ�*ﾒ�ゑことで,友達-の興味が高まったo 

(3)全員で｢めあて｣を決めて確認す ることで,目標をもって生活するこ �(-�*�,J8+ｸ,ﾈ.�,ﾈ,ﾈ�9j�/�yﾘ��+X,B�の日の認しなが｢めあて 

おらず,その日のスケジュール等を考え ��+ﾘ.ぬ(-�*�,J8,�+ﾉ�ｨｭhﾅx+x.��

と-の意識を高めることができる○ �+�,佇�-�.�.h*H,育�*ｩ�ﾘ*�,(+ﾘ�ｲ�場面では,自分から｢めあて｣を意識し たりするようになった｡ 

(4)朝の会の会順や内容を知り,進行 倡�x68�ｸ8ｸ/�諄*H,�+X,H.�ｻ8踪,ﾈﾋ駢B�全員の児童が,支而ツールがなくても 

にしたがって係活動や,意思表示を 乂ﾈ*�/�wh+x.�+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ��士の大さを言こしながら司会.進行 

適切に行うことができるo 剴凾ﾅきるようになったo 
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2　児童の変容

Aさんは当初,朝の会の内容は早い段階から理解してい

たと推測されるが,図2-5の｢4　教師とのかかわり｣に見

られるように,常に教師の言葉掛け等の支援を要する状態

だった｡また, ｢3　友達とのかかわり｣もほとんどなく,

友達の活動を意識する姿も少なかった｡さらに｢5　自分

とのかかわり｣も少なかった｡これまでのAさんの様々な

学習状況から,視覚的支援が有効であること,ルーティン

化することで行動に移すことが容易になることなどから,

｢2　教材･教具とのかかわり｣をまず充実させたいと考

え,めくり式の会順カードを作成し, Aさん自身がめくり

ながら司会･進行できるようにした｡ 7月頃になると,会

順カードを見ずに司会･進行できるようになってきたため,

9月からは会順カードを外して行うようにした｡図2-5の4

月時と10月時を比較すると, ｢4　教師とのかかわり｣のみ

が下降している｡これは, 4月当初は教師が常に横で支援を

図2-5 Aさんの｢学び｣を見つめる指標の変容

小∴● 劔 刋�,S｢�

焉. �� ��_I ･0 メ.鶴 擬 声 I.'虻 -_____ー-二〇 一_ゝ._ー一言〇一°_i-,i,i,i,,_ ��粨.r粫��)�"��F､ﾂ褸爾�討ﾃ｢x/���ﾒ穹GD���ｸ.�,B��員ﾈ耳耳���ｧ&ﾒ��

)-.~言 劔議.-,+ 

･i三._ 

｢鴨聴閣議誓1. 
写真2-7　Aさん自身が操作する姿

多く行っていた結果であり, 10月時にはそれがほとんどなくなったことを示している｡それとは

逆に｢3　友達とのかかわり｣及び｢5　自分とのかかわり｣が上昇しているのは,友達の動き

を追視し,友達の意見を聞いて自分の思いを伝えたり,会を進める中で判断に迷う場面(例えば,

お楽しみ活動で自分がしたい内容ではなく,ほかの内容に票が集まったときなど)では,一度行

動を止めて考えている様子があったりしたためである｡このようなことからAさんは,教師や友

達といった人や教材･教具を手掛かりにしながら,次第に｢自分とのかかわり｣を通して,自ら

考え,判断し,行動するようになってきているのではないかと考えられる｡

Ⅳ　活用場面の様子

本実践においては,朝の会を各教科等の並行的活用場面と捉え取り組んできた｡ Aさんにとって

は｢声量の調節｣が課題の一つであったが,自立活動で学習した｢声のものさし｣を朝の会でも活

用し,適切な声の大きさで司会･進行ができるようになった｡また,お楽しみ活動では,各グルー

プの国語科の授業で｢物語｣や｢絵話｣を扱っている時期には紙芝居を選択肢の一つとして設定す

ることによって,その時感じる心情等を共有できる楽しさを味わうことができるようにしたり,算

数で計数や加法を学んでいるときには,点数を競うゲームを取り入れたりした｡このように,各グ

ループでそれぞれの児童が学んでいることを多様に取り入れることによって,各教科等で学んだこ

とを生かせるようにするとともに,学級での仲間意識の向上につなげることができた｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想

朝の会は, 1年を通して毎日行われている学習活動である｡その日々行われる学習活動を発展的

あるいは各教科等の並行的活用場面として位置付ける際に,授業研究会で出された意見や児童一人
一人の情報は授業を改善し続けていく上で大変有意義なものであった｡これからも児童が一人で考

え,判断し,表現･行動する姿を求めて工夫･改善していきたいと考える｡
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小学部　算数科

題材名｢ながい,みじかい｣

授業者:中島　絵理子　　　福元　康弘

対　　象:小学部Aグループ　男子1人　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　9　月　～ 1 1月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

音声言語やシンボルマークを手掛かりにして長短二つのものを比較し,分類することができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型"活用型 倬��B�

1｢おおきい,ちいさい｣に分ける○ ��乖駅�ﾅ��｢�1 

(1)大小二つのもの(2種類)を分ける○ 倚�D�7�,ﾉ�胃�(*�*�*ｸ*"ﾈ+�*(+8**8,Xｧx�+X+ﾒ�

(2)大小を比較して,選択する｡ �5h987ｸ8ｸ7ﾘ�ｸ4�.(尸�ｨﾋ靜｢ﾈｾ��ﾉZ�,ﾈ,(,�*ｨ.�/��｢�ｴ�+X,Hｨ�:�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

2｢ながい,みじかい｣に分ける○ ��做ｹ;霰��｢�16 

(I)長短二つのもの(l種頸)を分けるo (2)長短二つのもの(2種類)を分ける○ (3)半具体物による比較方法を知る○ (4)半具体物による長短比較(二者比較) �+y%ｨ,ﾈ尸�ｨﾋ靜ｨ.(5h987ｸ8ｸ7ﾘ�ｸ4�/�&ﾘ.とﾈ馞�"�,ﾈ.�,ﾈ/�+y%ｨ,兒ｨ*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬��乖駅�ﾅ��｢�腰,�.偃ﾙ}�,�*�*(,H尸�ｨﾋ靜ｨ.(5h987ｸ8ｸ7ﾘ�ｸ4�,b��陌�+Rﾉ+y%ｨ,兒ｨ*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

【習得型】 半具体物に置き換えて考えることができるように する. 【活用型】 

をする○ �'X*ｸｫx*h.x.ｨ+ﾘ.�,ﾈ/�NHｧ(+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�,�+x.薬�

3いろいろな｢ながい,みじかい｣を知 る｡ (1)身近なものの長さを知る｡ (2)身近なものの長短を比較(二者比較) ��做ｹ;霰��｢��xｽ�,�.�,ﾈ,�.�+y%ｨ*ｨ*�.�+�,h,鎚ｴ9WH*ﾘ+�,h*｢�,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬��乖駅�ﾅ��｢�3 

し,長鯉に分けるo ��xｽ�,�*ﾘ.�,ﾈ/�+y%ｨ,兒ｨ*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+r�.停�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った授業改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

黒板に掲示した磁石の長 �(+8/�,ﾒﾈﾙYL(+�,hﾊ�.��A3サイズのホワイト �(+8/�,ﾒﾉNHｧ(+x.����

短を比較することができ 儉ﾘ鈷*ｨﾔﾈ+x*ﾈ,H雹5�/�昆:��ボードに産き換え,比較 ��ｸ/�.h*ﾘﾊ儂H-rﾊ)+x*(�ｺ2�

るo �+x.�+�,h*ｩ>�+X*ﾒﾈｻ8踪,ﾂ�する対象が,視界に入り �,hﾋ�*(,�*ｨ.y+x*)_ｸ/����

質問に答えることができな かったo ～(10月16日) �.(+x*(.h*H,�+x.��ｲ����ﾈ�3�?｢��択することができた○ (10月30日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った授業改善

(白玉教諭:10/25実施　算数科授業研究会｢ながさをくらべよう｣　及び　四ツ永教諭:ll/2実施　算数科授

業研究会｢もののかず｣における,体感できる活動を大切にする意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

長短の紐列車に3人で ��8蹴ﾉ��棈,�?ﾈ,�,Hｨ�:��塾や数の学習における, ��+8/�,ﾒﾉ+y%｣(顥}��

入って移動することで,良 �+x.�+�,h,ﾘ,X*ｸ,H*(+ﾘ*｢ﾂ�体感の大切さに関する意 �,ﾈ5�6x8ﾘ�ｸ/�NHｧ(+X,Bﾂ�

短の量を体感することがで �ｩ:�+x.�+�,h."ﾉuh-�_ｸ,��兄から,｢長短のストロー �+x*(5�6x8ﾘ�ｸ/���/�+��ｲ�

きる｡ 亢8/�,h.x.ｨ,H+X-ﾈ*"ﾉ+y%｢�を使用してジュースを飲 �+X*�+Rﾉ+x*(5�6x8ﾘ�ｸ+��

の体感をするのに,教材. �-�8,h*(*I+x+8/��ﾈｫH,R�と飲みにくかつたようで, 

教具とのかかわりが不十分 �*ｲﾈ昆:�/�Kｨ.ﾘ,�*(ｨ�:��｢短いちょうだいo｣と要 

であった○(10月10日) �/��ﾙ.�+x.停���ﾈ�3�?｢��求したo(11月5日) 

1

3　授業研究会(授業者)を通して行った授業改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

魚釣りゲームで釣った魚 �'X*ｸｫx*h+ﾘ鷓��/��8,�'R�魚や磁石が縦に並べら ��8蹴ﾈｹｸ.(鷓��*ｩ5ﾈ.r�

の数に応じて置き換えた磁 �*(+ﾘ*｢ﾉ(ﾙmｨ*ｨ晴,�*ﾒﾉNB�れているため,｢高さ｣と �.ｨ,H*(*ﾙ7�,�+x*ﾘ,�,�,B�

石の長短を比較することが 乂(+x.�+�,h*ｩ>�+X*&�����ﾈ���?｢��混同するのではないか, �*(*ﾙvﾈ��,�(ﾙmｨ+x.�.h*B�

できるo 凾ﾆの意見をもらった○そ こで,横に並べて提示す ることにした○ (10月16日) �,�,�,�+ﾖ�8+8/�,ﾒﾉ|r�*ﾘ,�.况ﾈ��/�ﾊ�,BﾉH���/�+X,Hｮﾈ/�,X*(+ﾖ�����ﾈ�#)?｢��

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

本グループの児童は昨年度, ｢おおきい,ちいさい｣という題材での学習を通して,大小二つ

のものを比較することができるようになった｡このような実態から, ｢おおきい,ちいさい｣の

学習の流れと同じ流れで本題材の学習活動を設定した｡昨年度の学習の流れと同じであったこ

とから,題材開始当初から全員の姫童が学習方法を理解して課題に向かう姿が見られた｡しか

し,比較するものが増えると,長短比較が難しくなる姿が見られた｡

そこで,授業担当者間や小学部の算数科担当者間で話し合ったり,授業研究会で意見をもらっ

たりする中で, ①様々なもので十分に二者比較を行う必要があること｡その際,視点移動の難し

さなどの特性を踏まえて教材･教具を工夫すること(教材･教具とのかかわり), ②長短を体感

する活動を大切にすること(自分とのかかわり), ③魚釣りゲームの結果を友達同士で比較し合

う活動ができるようにすること(友達とのかかわり),といった改善点が挙げられた｡これらを

中心に改善したことで,図2-6で示すように授業全体が改善され, ｢やった!｣, ｢できた｡｣とい

う,児童の声が多く聞かれるようになり,本グループ全員の児童が本題材の個人目標を達成す

る姿が見られた｡

写真2-8　長短の魚釣りゲームをする様子　　　　　　　図2-6　｢豊かな学びを見つめる指標｣の変化(全体)
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2　児童の変容

図2-715, Bさんの大小と長短の学習における評価の推移である｡大小に比べて,長短の目標達成

が早いことから,長短の学習には大小概念の獲得が大切であることが確認された｡

また,学級担任の協力を得て,朝課題で長短の課題に取り組んでもらったことも本題材の目標達成

につながったと考えられる｡始めは,教師の支援が必要であったようだが,繰り返し取り組んでい

くうちに一人で取り組むことができるようになり,私に｢できたよ｡｣とうれしそうに報告しに来

ることもあった｡ Bさん自身ができる楽しさを味わい,自信をもち,自己効力感を感じていた様

子が見られた｡加えて,宿題として,家庭でも長短の課題に取り組んでもらったことも,影響してい

ると考えられる｡保護者からは, ｢自分の部屋で集中して宿題に取り組み,長短を正しく選択する

ことができていた｡長短の理解ができてきているようでうれしい｡｣との報告を受けた｡

1　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　10　　11

整斉茜塑

◎一人でできる　○部分的な支援があればできる　△取り組まない

図2-7　評栖(大小･長短の分類)の推移

+ 剽梭� 伜ﾊB�

＼ ��

顔/ 
《 ���ｵ���� 

∴▲〃MSeSS_ 

写真2-9　宿題をするBさん

Ⅳ　活用場面の様子

図2-8のように,長短に関する概念を広く身に付けるこ　藷,I

とができるように,算教科で使用している長短のシンボル

カードを共有したり,長さを視覚的に提示したりすること

で,嘱童が様々な場面で長短に触れるようにした｡

国語科の学習では,声当てクイズ(長い声,短い声)で

長短のシンボルカードを使用した際に, Cさんが,生き

生きと｢長い!短い!｣と発言する姿が見られた｡また,

音楽科の学習では,長い声や短い声を使用した発声練習

十∴∴∴ �+y%ｨ,亊h+x.�+�,b�ー†∴; ∴∴∴:∵. 

1 

算数科 俛�ﾎｨ怩�音楽科 

長短の魚(絵カー
ド)をシンボルマー

クに対応させて分
ける｡

長い声や短い声
の声当てクイズを
する｡

長い声や短い声

を使用した発声練
習をする｡

手立て(シンボルカード)の共有

図2-8　本題材における並行的設定

を行った｡ Aさんは,意識して長い声を発声することが難しかったが,長短のシンボルカードが提

示されたことで,声の｢長さ｣を意識して発声することができるようになった｡このように,様々な

場面で取り組むことで,蒐童の長短に関する｢学び｣の広がりが確認された｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本題材では児童が長短を身に付ける姿が確認されたが,その背景として,昨年度の学習のつなが

りを踏まえたこと,教科等を横断し教師と連携して取り組んだこと,操作を伴う教材･教具の工夫

をしたことが挙げられる｡今後は,本グループの児童が関わり合いながら活動できるように,互い

に問題を出し合う活動を取り入れるなどの工夫もしていきたい｡

最後に,本グループの児童は全員,授業者が担任をしていない他の学級の児童であるが,教師間で

情報交換しながら取り組む中で,多くの場面で児童の変容の報告を受けた｡このことが,的確な実

態把握につながり,教師が協働して児童の｢学び｣を支えることの楽しさを感じることができた｡
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小学部　算数科

題材名｢ながさをくらべよう｣

授業者:白　玉　　暢　之　　柳　元　　香菜美

対　　象:小学部Bグループ　男子3人　女子2人

実践期間:平成　2　4　年1 0　月　～ 1 2　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)直接比較で長短を比較することができる｡

(2)長さを相対化し, ｢一番長い｣, ｢一番短い｣を表現することができる｡

(3)長さをテープに写し取り,間接比較で長短を比較することができる｡

(4)長さをタイルに置き換え,任意単位による比較で長短を比較することができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型.活艦 倬��B�

1棒の長さを比べる○(直接比較) ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�4 

(1)二者比較(一方の端をそろえ,他方の端を比べる○) �+ﾉ�ｩNHｧ(,ﾂ�

(2)三者の比較(長さの相対化,A>B>C) 兩ｹd�/�&ﾘ.つ�

(3)四者以上の比較(長さの系列化,｢一番長い｣,｢一番短い｣の馨入) 况ﾈ��,瓜�,ﾉ+r�

各指導においては,棒状の物から板状の物,紐状の物などを段階的 �+8/�NH-x.薬�
に取り扱うoまた,素材や色でも,同色同種,異色同種,異色異種の 

物,具体物(鉛筆や箸,ストローなど)を段階的に取り扱う｡ 
2長さをテープに写し取り比べる○(間接比較) ��做ｹ;霰��｢�2 

○テープで比べよう○ 亊I�ｩNHｧ(,��

ア紙に描かれた二つの絵の長さを比較する方法を考える○ �.h.儂Hｧ(,ﾉ_ｲ�

イ紙に描かれた二つの絵の長さをテープで写し取るo 囘�/�&ﾘ.���

ウ直接比較で二つのテープの長さを比べる○ 
エ走り幅跳びをして,距離をテープに写し取るo 

3長さを任意単位で数値化し,比較するo(任意単位による比較) ��做ｹ;霰��｢�4 

○マスを数えて比べよう｡(タイルに置き換えよう○) 僖8�9%�肩,��

ア紙に描かれた二つの絵の長さを比較する方法を考える○ �.h.儂Hｧ(,ﾉ_ｲ�

イ紙の中にあるマスに気付く○ 囘�/�&ﾘ.��ｲ�

ウマスにタイルを置いたり,数字を害いたりして長さを数字で表す○ 乖駅�ﾅ��
エタイルものさしを使って,数を数え,長短を比較する○ 僖8�9%�肩,��

オ数字の大小を比較し,長短を理解する○ �.h.儂Hｧ(,ﾉ_ｲ�

カかえるピョンピョンゲームで,長さをマスで測って比べる○ 囘�/�w�*(,Bﾂ�

キ物の長さを数値化する｡【個別的な学習i 儂H-x.��ｲ�

四 滴6X�ｸ7h.(5�488ｲﾈ5�488ｸ.�,ﾈ+8+X/�諄,�,Bﾉ+x+9NH-x/�+x.���【活用型】 �"�

(間接比較.任意単位による比較) 亊I�ｩNHｧ(."�

(1)テープを使って,校内にある物の長さを比べる｡ 僖8�9%�肩,�.b�

(例:滑り台とジャングルジム,ブランコとシーソー) �.儂Hｧ(,ﾉ_ｹd��

(2)タイルやタイルものさしを使って,物の長さを数値化して比べるo �/�諄,�,I+x+2�

(例:鉛筆,消しゴム,筆箱) �/�NH-x.薬�

Ⅱ　授業実施後の具体的改善(授業記録の一部抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

任意単位による比較 ��+8/�ﾄ8+8/�ｨ7h8｢�マスにタイルを置き, ��+8/�ﾄ8+8/�ｨ7ﾘ5��

(数値化)で長短を比較 �986x�8,ﾈ7ﾘ5�/��H*i�I&ﾂ�長さや数で捉えたり,自 ��8,�5�488ｸ/�¥�-rﾉ+x+2�

することができる○ �ｸ,X*ｸ+ﾘ*｢ﾉ+y%ｨ/�9ｨ*b�ら確認したりすることが �/�NHｧ(+Rﾉ+x*)_ｸ,��ｸ/��

ることが難しい. �,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�書いたり,長短の質問に 

Bさん,Dさん:マス �+y%ｨ,ﾈ5h987ｸ8ｸ7ﾘ�ｸ4��適切に答えたりする○ 

を数え間違える○ �/���.�+�,h,Rﾈ5�488ｸ,ﾂ��H*ｩ�ﾘ*"ﾙ+x*(*ｩyﾘ��,R�Bさん,Dさん:タイ ルを数えて数字を書き, 

117) �*ｸ.�.h*H,�+x.�����ﾈ��Y?｢�適切なシンボルマークを 貼る1115,29) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(柳元教諭: ll/8実施　国語科寝業研究会｢えばなしをしよう｣での友達との関わり場面を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具溝的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

集団場面で友達との ���*�*h.�788x98788x985��ｸ8��｢�国語での話題の中で, �4�8ｸ�ｸ7i>�,RﾉNHｧ(+r�

関わりを生む活動を設 �*�*h.�,ﾈ*�.�+�.�/�+X,��課題の似た児童でグルー �.����ｸ*ｩk隕ﾘ,�,�.な7ﾒ�
定し,より豊かな学び �+Rﾉ+X/�+雹yz8/�NHｧ(+x.��ｲ�プを編成することで関わ �5�,ﾉ�H/��H*h,Bﾈ,x+�.r�

を育むo ���+8/�ﾄ8+8/�ｩti$(,ﾂ�りが促進するという意見 �*ｩ+x*(*�/�9ｨ*h.�+�,h*｢�

様子にそれほど興味が向か �/���ﾖﾈ,鎚4�8ｸ�ｸ7h/�?��できるようになってき 

ない○ �,(,兒ｨ*���ﾞﾈ,X*ｸ.弌��た.Bさんの場合,マス 

Eさん:友達との競争に ��H/��ﾘ.(+x�ｸ�G8/�ﾄｨ.��に直線を引くことで長短 

目が行きすぎる○ 117) 兢H+y(h,Rﾉ+x+8,�(Ymｨ,R�*ｸ+ﾘ+�,h/��裴+x.�����ﾈ�#�?｢�比較を行うことができ た○ (1212 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

直接比較で,一方の �(+8/�ｩe��8,ﾉZ�,ﾒﾉ���Bさんの学習の様子か �&丶ｹ4�,��ﾙ.�+X+ﾘ+�,b�
端をそろえて,他方の �,倬ﾘ+�6x986x98,i%ｸ/�+ｸ.ｲ�ら二者比較の充実が必要 �,Rﾈ耳,(+�,))ｩDｨ,�ｹ���
端を比べるという方法 �*h,INHｧ(,X*ｸ.�*｢ﾉL(�8,ﾂ�ではないかという意見が �,偃h.��x/�,X*(+ﾚ�W8���
を理解し,物の長さを 兒�/�NHｧ(+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ,��あり,棒状の物を中心に, �+ｸ*H,蔚ﾈ��,ﾘﾊ�.x.ｨ+つ�
比較することができ �*(�ｲ�色や形,素材等を少しず �5h987ｸ8ｸ4ｨ�ｸ6�.(輾+8+R�
る○ 峯�������ﾅ��%���･���(+8/�決､�,ﾒﾉ+ﾉ�ｩNHｧ"�つ変化させるよっにし た(11月1日) �,Yk隕ﾘ,�6�*h.况ﾈ��*ｨﾊ��.x.ｨ+ﾒ���ﾈ��?｢��

間接比較の必要性に 剋剴ｶの気付きを促す 亊I�ｩNHｧ(,亢9WH*ﾘ�ｩl｢�
気付き,その方法を知 �,ﾉ_ｹd�.)�ｩ�陋ｸ.���*)&丶ｲ�ために,既知の方法では �,X,ﾒﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ*ｩ+ﾈｬ�4��
ることができる. �,Yyﾘ��,X*ｸ+ｸ*H,X*�.��ｸｭB�解決できない場面を設定 �,丑Hｧ(,Y?��(,ﾉ>�,ﾈ腰,��

接比較に気付くような導入 �+Rﾈ髯;h齷�x*ｨ輊ﾖﾈ+x.��るものを予想していた. 
方法を検討する必要性があ 倬隴H*ｩTｹwh,h*(*H�8ﾊ�/��その後,比較方法を間 
るo (10月16日) 伜�ﾖﾈ,鎚ｯ�&ﾘ,ﾉ_ｹd��+ﾂ��ｩNHｧ"�/�ｾ��ﾉZ�/���ﾞﾂ�+XｦﾙDh+X+ﾘﾎ8,鎚鑄,們��-�,儼�*�.ｨ+ﾙ��棈,ﾉ+x+2�/�NHｧ(+x.��ｩlｨ/��ﾙ.��+Rﾊ(,x*H.(,(+ﾘ.yNH-r�.x.ｨ.�*��ｺ8/��n(+x.��.h*H,�+X+ﾘ�ｲ���ﾈ綺?｢��うと,しばらく考えた後 ｢はさみで切り抜く｣E さんや,棒を当ててみる Bさん,Cさんなど,そ れぞれが思考する様子が 見られた. (11月5日) 

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

授業開始当初, Bさん以外は,直鞍比較の方法について,再確認

したり,系列化することを目標に取り組んだりした｡ 3時間目の授

業においては, 4人の児童がほぼねらいを達成していると評価し,

Bさんの実態と4人の実態を授業の中でどう反映させていくかが大

きな課題となった｡

そこで, Bさんにおいては,集団場面では,友達をモデルとして　写真2-10　長短の予想の場面

学ぶ場面として捉え,直接比較の発問を中,いこ行ったり,個別的な学習の中で具体物を用いての

直接比較の課題に十分に取り組んだりすることができるようにした｡

また,間接比較や任意単位による比較に取り組む際に,予想したり考えたりする場面(写真2 -

10)や結果を確認する場面を設定し,自分の考えと結果の正誤を自ら判断することで,児童たち

の｢できた,分かった｡｣という自己効力感がより高まるようにした｡実際の活動においては,

DさんやEさんが真剣に考える表情や自分の考えを手元にあるテープやはさみを使って伝えよう

とする姿, Bさんが手元にある棒で試行錯誤する姿が見られた｡

これらの改善等を通して,個々のペースに合わせて,直接比較から任意単位による比較までを

取り扱い,児童が教材･教具に主体的に関わりながら,比較方法について考えたり,習熟していっ

たりする姿が見られた｡
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2　児童の変容

ここでは, Bさんの変容と学びについて考えたい｡ Bさんは,算数学

習に対する関心も高く,直観的な比較で二者の物の長さを比較すること

ができる｡しかし,複数の物の長さを比較することや長さを相対化して

とらえることは,まだできていなかった｡学習当初は,集団場面で二者

以上の物を直観的に比較し,不安そうな表情や一人だけ誤答してしまい,

｢しまった｡｣という表情も多く見られていた｡

そこで,集団場面において前時までの姿からBさんが確実にできるこ

競業澄
写真2-11二者の長短を

タイルで比較するBさん

とを見極め,確実にできることから段階的に学習を組み立てたり,全員が予想する場面,全員で

結果を確認する場面を設定したりした｡確実にできることを支えに,友達の様子を真剣に見て,

学ぼうとする表情が見られるようになった｡また,予想を立てることで, ｢失敗した｡｣という

意識より,正答の導き出し方に目が向き,生き生きとした表情で学習に取り組む姿が見られた｡

また,個別的な学習の場面では,具体物(同色同形の棒状から異色異形の板)を用いての二者

比較を中心に取り組み,シンボルカードで長短を表現した後,身振りも合わせて言語化する活動

を丁寧に行った｡学習を進めるに連れ,自信をもって答える姿も多くなり,異種異形の3種の物

でも長短を比較することができるようになってきた｡

その後の任意単位による比較のゲームとして設定した｢かえるピョンピョンゲーム｣では,他

児とペアになり,どちらが遠くまで跳ばしたのかをタイルや直線,数字で表すことで,うれしそ

うな表情でどちらが長いかを教師に伝える姿が見られた(写真2-ll)0

Ⅳ　活用場面の様子

本グループのDさんの個別の指導計画｢年間を通して身に付けさせたい

こと｣として｢コミュニケーション手段の拡充(音声･文字･絵カード

等)｣が挙げられている｡その並行的設定として,本題材では, ｢具体物

を操作して自分の考えを他者に伝える,伝わる良さを味わうこと｣とした｡

具体的には,発表場面において,自分のできたことを具体物の操作で再写真2-12　自分の考えを

現することで友達に伝える場面を設定し, Dさん自身が次々と問題を解い　タイルで説明するDさん

ていく等,学習内容を理解したと思われた時には,自ら挙手し,自信満々の顔で,できたことを発

表する姿が見られた｡

また,間接比較や任意単位による比較の導入場面でも,まず,どうやったら比べられるかを問い

掛け,次にヒントとなる教材(テープや棒,タイル)を提示するようにした｡そこでは,問い掛け

に答えようと考えたり,教材を用いて自分の考えを説明しようとしたりするDさんの姿が見られた｡

特に,任意単位による比較の場面では,教材の提示を見て, ｢わかった｡｣と元気よく手を挙げ,

タイルを手に取り,自信満々な表情でマスに並べる姿が見られた(写真2-12)0

Dさんは,発音の不明瞭さ等もあり,言語のみでは周囲に伝わりづらいことが多い｡本題材の中

で,一つのテーマ(どうやったら比べられるか｡)や具体物を操作して説明することで,周囲から

称賛を受け,他者に伝える･伝わる良さを味わうことができたのではないかと考える｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本実践は,授業研究会を参考にしたり,日々授業や子どもの姿について語り合ったりしながら,

子どもの思考の流れに沿った学習活動や予想と結果など,様々な改善に取り組んだ｡その結果,本

グループの児童たちの具体物を操作しながら長短を比較し,生き生きと学ぶ姿が見られた｡本実践

での経験で得たものは,授業者自身の貴重な財産になった｡今後も,様々な方の御意見･御助言を

参考にしながら,目の前の子どもの笑顔を思い描き,日々の授業改善に取り組んでいきたい｡
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小学部　国語科

題材名｢ひらがなをよもう,かこう｣

授業者:柳元　香菜美　　白玉　暢之

対　　象:小学部Bグノレープ　男子3人　女子2人

実践期間:平成　2　4　年　7　月　～ I 0　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)五十音表から単語の構成に必要な文字を選んだり,元に戻したりすることを通して,文字を

見分けることができるようにする｡

(2)絵カードを読み取り,文字チップで構成することを通して,音と文字を一致させたり,正し

く構成したりすることができるようにする｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:�)>�vR�習得型"活用型 倬��B�

1体の部位の名称(2文字まで)を読んだり, ��乖駅�ﾈ�;霰��｢�2 

善いたりする｡ 丶x/�ﾊ�,Ikﾈ�/�9ｨ*bﾉ%�ﾎｨ4ｨ�ｲ�

(1)人の絵を見て,部位の名称を答える｡ �6�/�自'h+8+�+ﾘ.な･�*(+ﾘ.�+x.��

(2)単語カードと体の部位を合わせる○ 凛ﾈ.ｨ,ﾈｧx�ｨ�:�/��ﾙ.�+Rﾈ鵁鳧*��

(3)体の部位を平仮名で書く｡ �.x,ﾈｧx�,ﾈ詹��*ｸ/�ﾆ��,X*ｸ.�.b�

(4)平仮名(清音や濁音,半濁音,撥音,拗 普)の単語と絵を線で結ぶo �*H,�+x.��ｲ�

2絵カード等が示すものを文字チップで構成 ��做ｹ;霰��｢�13 

する○ �4�8ｸ�ｸ7h.(ﾌ)�ﾈ,ﾈ���H,��+b�

(1)絵カード等を選ぶ｡ �,Bﾉ%�ﾎｨ,ﾉ[h鬩�H/�¥�*h+ﾘ.なｨ��

(2)文字カードを選ぶ.(DさんとEさん) ��/�ｭﾈ-�%�ﾎｨ/�竧.�X,�+ﾘ.�+x.��

(3)文字チップで名称等を構成する○ �.h*H,�+x.簸�+8/�,d(+8/�ﾄ2�

(4)文字チップで五十音表に戻すo �+8/�,�,ﾒﾈﾌ)¥ｨ,ﾈ7h8ｨ986x/���OR�

3プリント学習を行うo(AさんとBさん, �+Rﾈﾍﾈ�尸Uﾈ,ﾉyﾘ��.(鬨ﾆ�,ﾈﾊ兒｢�

Cさん) �*�,�,rﾘ,ﾉyﾘ��/��ｸ-�.�+�,h*ｨ,R�

○個別のプリントを解く○ �*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

4かるた遊びをするo ��做ｹ;篳ｨ駅�ﾅ��｢�3 

(1)遊び方を知る○ �?�鵁,X�;�+X+ﾙ%�ﾎｨ/�ｮ�,鎚*��

(2)実際に遊ぶ｡ �.�+ﾙuh-�/��ﾙ.�+x.��?�鵁,Xｧx��

(3)ルールを変えて遊ぶ○ �+X+ﾘ+�,h/�ﾜI7なｧx-H+�,h*ｨ,X*ｲ�.�,h,h.�,鎚,X*ｸ.�.h*H,�,�+�+ﾒ�齷Zｨ/���ｫH,X*ｸ.�.h*H,�+x.���
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Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

語頭が｢か｣行の文字の ��x尨/�ｭﾈ-�%�ﾎｨ,ﾈﾕﾉ�ﾈ/��Eさんの目標を清音の 嚢+8/�,ﾒﾃ9[h鬨-ﾈ,R�

単語を構成したり,正しく 冦ｩUx,�+X,H*(+ﾔX+8/�*｢ﾂ�構成に変更するoCさん �,ﾉ%�ﾎｨ,X*�.ｨ,霆8踪,ﾉJﾒ�

読んだりすることができ �(*ｸ,(,ｺ8/�(,ｸ*ｸ,*8,b�の目標を濁音を含む単語 ��ｨ/�[x*(,Hﾕﾉ�ﾈ+x.�+�,b�

るo 俔ﾉ�ﾈ+X+ﾖ�-ﾈ+ﾒﾉ[h鬨,ﾈﾊ��の構成に変更するo目標 �*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,�,H*ｲ�

分けを目標にしていたCさ �,ﾉ¥��,僵ｨ*"ﾈ4�8ｸ�ｸ7b�たoCさんは,濁音を文 

んが正しく構成できたo (7月3日) �,ﾉ?ﾈ.ｩ�h*h/�ﾗ8*H�ｲ�ベﾈ纖?｢��字カードや友達の様子を 見ながら構成することが できるようになってきた｡ (7月11日) 

2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(中島教諭: 5/31実施　算数科授業研究会｢なかまあつめをしよう｣における本時の目標の明確化の意見を参考

にした｡ )

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

語頭が｢な｣行の文字の 佩ｩ:ｨ*ｪ(,�8ﾗ8,ﾉ[h鬨,ﾂ�算数科の授業研究会で, 刎x*ｨ*�.�+�,h,Xﾎｩ:ｨ,ﾂ�

単語を正しく構成したり, �%�ﾎｨ/�ﾕﾉ�ﾈ+x.俤ｸ,通(,�2�目標の明確化が検討され 兌h鬨/���-H+�,h*ｨ5�8��ｲ�

正しく読んだりすることが 俎8,�(ﾙmｨ,X*ｸ,H*�.x+なﾍﾂ�たことを受け,本授業で �5�,�,�,�+ﾘ�ｸﾎｩOh.)��/��

できるo 偖ﾈ尸Uﾈ*�.y[h鬨/���-H,ﾈ,��も本時で取り扱う行を意 �(h*�.y%�ﾎｨ/�ﾕﾉ�ﾈ+X,H*"�

時間が掛かった｡ (7月13日) 俾�,X*ｸ.�.h*Bﾈﾍﾈ�尸Uﾂ�,刎x/�WH*�.����ﾈ�9?｢��た蒐童が,語頭から構成 することが増えた○ (9月6日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

語頭が｢あ｣行の文字の 冲i$(,ﾈｮx*ｨｯx�8,ﾉZ�,X�"�｢机の配置を変えて, �7ｨ8�486x7ｸ�ｸ6�/�ﾍﾘ*"�

単語を構成したり,正しく �.ｨ,Bﾉ9ｨ*hﾘx.ﾘ+�*ｨ+X,�*ﾒ�机上を整理できるように �,侈�+�,Bﾊ(��*H.f�8."�

読んだりすることができ �*(�ｲ�ドﾈ�#�?｢��したらどうか○｣との意見 �(+�.ｨ+�.j�8,�,rﾈﾍﾘ*"�

る｡ 凾�烽轤ﾁた○そこで,か ごを一人にひとつずつ準 備し,机上を整理できる ようにしたo(6月29日) �,仆8*hﾘx*H��*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�ベﾈ�9?｢��

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

単語を構成する学習で作成した五十音表は,指定された行を探し出すことに時間が掛かり,目

標である単語の構成に取り組む時間が少なくなることがあった｡そこで,五十音表を改良し,描

定された行に注目できるように枠を設けたところ,単語を構成する課題に数多く取り組むことが
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できるようになった(写真2-13)｡

また,構成した単語が正解かどうかの確認を,教師ではなく子ど

も同士で行うようにしたことで,これまで以上に意欲的に取り組み,

互いに学び合う姿も見られるようになった｡

このような改善を積み重ねることで,当初設定していた目標を達

成する子どもの姿も見られ,更に高い目標に変更することもあった｡

2　児童の変容

Dさんは,会話を通しての他者とのやりとりを好む一方,発音の

不明瞭さや音節分解の難しさから,言いたいことが相手に伝わりに

くいことがあった｡また,手本の文字カードがあっても｢あり｣を

｢おり｣や｢めり｣と構成することがあり,複数の文字に注意を向

けることに課題が見られた｡また,間違うことに抵抗があり,教師

から指摘されると｢もういい｡｣と言って学習に取り組まないこと

もあった｡そこで,単語を構成する際には,教師の発音や文字カー

写真2-13　改善後の五十音表

写真2-14　トーキーペンを

使用するDさん
ドだけでなく,トーキーペンも使用することにした(写真2-14)｡

トーキーペンは,ペン先をシールに当てるとあらかじめ録音していた音声が再生されるものである｡

シールを五十音表の文字チップに貼り,文字の音も音声で確認しながら単語を構成できるように

した｡その結果,自分で文字チップを選んだ後に, ｢これかな｡｣とトーキーペンで音を確認してか

ら構成する姿が見られた｡構成した単語はトーキーペンを使って一緒に読むようにしたところ,

一文字一昔を意識して読む姿が多く見られるようになった｡また,音を自分で確認して訂正した

り,教師から称賛されたりすることで意欲的に取り組むようになった｡学校で取り組んだ単語の

構成課題を宿題として出したところ,家庭でも楽しく取り組むことができたとの報告があった｡

※　トーキーペンは渕上印刷株式会社(鹿児島市)から販売されている｡

Ⅳ　活用場面の様子

本授業でDさんが使用したトーキーペンを学級の朝の会でも使用することにした｡これまで, D

さんは発音の不明瞭さ等から友達に言ったことが伝わらず,司会に苦戦する様子が見られた｡しか

し,トーキーペンを使用することで, Dさんの言いたいことが伝わりやすくなり, Dさんの指示に

応じる友達の姿が多く見られるようになった｡友達の様子を見てDさんは司会の声が大きくなる等,

意欲的に取り組むようになった｡また,トーキーペンだけで司会をするのではなく,トーキーペン

に合わせて自分で一文字ずつ発音しようとするDさんの姿も見られた｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本実践では,授業改善を行い,個人の目標達成に少しずつ近づけることができた｡今後は,朝

の個別学習や宿題などの授業以外の場面でも取り組み,学習の定着を図ることが重要であると考え

る｡保護者とも連携し,学びをより確実なものとしていきたい｡

また,本実践中,児童が｢平仮名!｣と言って,国語を楽しみにする姿が見られた｡これからも

児童が｢できた!｣や｢わかった!｣, ｢やってみたい!｣と思える授業づくりをしていきたい｡
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小学部　自立活動

活動名｢みんなでたのしくかつどうしよう｣

授業者:有　田　　成　志　　福　元　　康　弘

対　　象:小学部抽出グループ　男子2人　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　9　月　～ 1　2　月

I　授業の立案

1　活動の全体目標

(1)ルールのある遊びに楽しく参加することができる｡

(2)自分の気持ちや他者の気持ちに気付くことができる｡

(3)自分の気持ちを伝えたり,調整したりすることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1活動内容について知る｡ ��做ｹ;霰��｢�1 

活動の進め方や,ルールを知る○ 

いらいらしたときの対処方法を決める｡ 

2活動の手順に合わせて活動する｡ ��做ｹ;霰��｢�2 

活動の一連の流れを実際に行うことで理解する｡ 

3さいころゲームをする｡ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�7 
II ‖1)目標とル-ルを確認するo: II �*H-ﾈ*ﾘ,X*ｸ+ﾘ,h*ｸ,ﾈｴ8鰄+�/�6�*h.兩ｹd�/�&ﾘ.坪�溢��

I :(2)みんなで行うゲ-ムが書かれ: ���+X.h*H,h+x.���

il iださいころを順番に振るo: �*(.x*(.x+X+ﾘ,h*ｸ,ﾈﾗ9:�/��X.云H.坪,x*H+X+ﾘ.x.b�

II :(3)そのゲ-ムを-緒にするo; II �*(*俟ﾈ*bﾈ����+x.停�

II :(4)-緒にできたらカ-ドをもら: II 冲i$(,ﾈｴ8鰄+�/�&ﾘ.な,x,ﾈ.h*H,俎9:�+X+ﾘ.x.h*(*��

II :うo; iI �/�ﾖﾈ*h+ﾘ.な����+X+ﾘ.�+x.薬�

車)目標に対する振り返りをする言 俾兒ｨ,ﾈｮi*8.�+�,h/�ﾈ�-�+ﾘ.��X.云H,�+ﾘ.�+x.薬�
II :(6)次の目標を設定する｡i Ii ※その都度まとめを行う○ 俾兒ｨ,ﾈｮi*8.�+�,h/��8�+X,Hｨ�:�+x.���

※　この活動を1期として,次の2期-とつなげていく｡

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

みんなでルールを �-ﾘ/�,�,Yuh-H+�,h.h.��ルールを掲示して確認 ��+8/�*｢ﾈ8ｸ�ｸ8ｸ,h�MH/��

守って遊ぶことができ �.�ﾊ)�h,�.(.�+ﾘ*&�2ﾊ)$��できるようにするととも 丿ﾙDh+X,Bﾈｨ�:�,伜���+x.�+��

たら,楽しいというこ �,h+X+ﾘ*&�8,h*(,(+ﾘ+�,b�に,順番を最初に示すよ �,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ�ｸ4ｨ�ｸ6�/�.�.x,"�

とが分かる○ �*ｩtI�h+8.ｨ,Bﾈｨ�:�,�?ﾈ.��うにしたoノートで振り �+ﾘ,h*ｸ,通(*�.�*ｨ,h*F�8,b�

ことができない○ 兢H.�/�ﾗ8*H.h*H,�+X+ﾚ��言うことができたo 

(9月18日) 茶佇�#i?｢��(9月26日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(中島教諭: 10/ll実施　算数科授業研究会｢長い,短い｣の学びの機会に関する意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

みんなで一緒に活動でき 俾兒ｨ,ﾈｴ8鰄+�*ｩtI�h+8.｢�算数科の軽業研究会で, �(+8/�,ﾒﾈｨ�:�,伜����

ないときに,自分たちで何 �,Hｨ�:�,伜���,X*ｸ,�*)ti$"�活動の中に思考する場面 �+X,�*$8+8/�,冲H+X*ﾙ�｢�

らかの方法をとることがで �,���+X,Bﾈ����/��8+x.h.��が大切という意見を参考 �/�ｧﾈ*�+ﾘ.なｴ8鰄+�*ｩ���

きるo �.�ﾈ齷Zｨ+ﾘ+�+�*�,X5��ｸ8��に,みんなでどうしたら �.��h.ﾘ.�.h*H,侏駢Hｧﾈ*��

を進めようとする○ �*(*(*俟ﾈ*h����+x.亢�橙�/��ﾘ*�+ﾖ���ﾈ�#I?｢��を工夫したりする姿が見 られた｡(10月24日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;h,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

友達の気持ちに気付い 俾兒ｨ,ﾈｴ8鰄+�/�+)��+X,��活動の様子をvTRに �(ｯｨ,X����/�uﾉ.�+X,B�

て,自分の気持ちを調整す �*ｨ.rﾉti$"ﾙ�陌�+X.h*H,b�撮影し,導入時に確認す �*(.��ｲ�

ることができる○ �+x.�*｢ﾉti$"ﾘ,ﾈ�8�*ｩ.��ることで友達-の意識を 

く教師を見ながら友達-言 俘(-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�

薬を掛けている. �,�+x.停�

Ⅲ　授業と児童の変容

1　授業の変容

小学部では2学期から自立活動の時間における指導の形態を見

直し,個別の指導計画を基に各学級で一人一人の課題に応じた学

習する形態と,課題別に必要があればグループを構成して学習す

る形態とに分けて指導を行ってきた｡その中で本グループは,二

者択一的な思考や衝動的な思考,肯定部分での自己理解の弱さ(こ

れはできる),他者の心情理解の弱さ等が課題として挙がってい写真2-15　日標と頑張りの確認

る児童で構成されている｡したがって授業開始時に大事にしたい

点しては, ①友達と協力して行う学習内容の設定と友達と一緒に楽しむ経験の積み重ね(人,

自分とのかかわり), ②自分や友達の思いにできるだけ多く触れることのできる学習内容と手立

ての準備(教材･教具,人,自分とのかかわり), ③気持ちの揺さぶられる場面でいかに調整す

るかを学ぶことのできる手立て(自分とのかかわり)の3点であった｡しかしながら,自分の

思いが擾先されてしまったり,自分の順番以外で意欲が低下してしまったりする姿が見られ,

授業担当者間でその原因を分析する中で,改善策として, (Dルールと順番を事前に提示するこ

と(教材･教具とのかかわり), ②目標を確認し視覚的に確認しながら評価を行う活動(自分と

のかかわり), ③全員の頑張ることを板書することで友達のよさに気付くことができるように工

夫すること(人とのかかわり), ④気持ちが揺さぶられる場面で話し合う時間を設けること(人,

自分とのかかわり)をより具体的に設定することが挙げられた｡この点を中心に改善を進めて

いった結果, 10月には,自信をもって友達と一緒に活動をしたり,友達の様子に気付いて遊び

に誘ったりする姿が見られるようになった｡
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2　児童の変容

Bさんは,みんなで協力して活動すると楽しいということが分かってきたのか,自分の順番で

ゲームに参加できないCさんやDさんに対して｢せっかくなんだから楽しみましょう｡｣と優し

く言葉を掛けたり, ｢どうして怒っているの｡｣と友達の気持ちを確認しようとしたりする姿が

見られるようになった(人とのかかわり)｡また,自分の頑張ったことを振り返る際に,うまく

できたことを自分から伝え,次の時間に自分が頑張ることを自立活

動のファイルを確認しながら設定することができるようになった

(教材･教具,自分とのかかわり)｡また, Dさんは,自分の好き

なカードを友達が取ったときにいらいらして泣いてしまう場面が

あるが,怒ったときの対処方法を実践しようとしたり,いらいら

した感情を自分で調整しようとしたりする場面が見られるように

なり,活動に戻るまでに要する時間が短くなってきた(教材･教

具,自分とのかかわり)｡

資料2-1　自活ファイル

Ⅳ　活用場面の様子

Aさんの個別の指導計画には,教師や保護者,本人の願いとして, ｢ルールのある遊びの中で感

情のコントロールをしながら楽しむことができる｡｣ということが挙げられていた｡そこで,上述

したような自立活動での学習を基に,算数科の中でも教科のねらいを達成することができるゲーム

を設定し,学習を進めていくことにした｡

算数科におけるAさんは,取組当初,ゲームの内容よりも｢誰とするのか｡｣, ｢勝ちたい｡｣と

いう点に意識が強く向いていたため,算数に対する興味･関心は高いものの算数のねらいを達成で

きない場面も多く見られた｡しかしながら,自立活動で取り組んでできるようになったこと(みん

なとする,いらいらしたときの対処方法など)を算数の授業でも事前に示すことで,ゲームに楽し

んで取り組みながら算数のねらいに迫る学習を進めることができるようになった｡また,自立活動

で活動の結果として使用してきたカードと関連付けて,算数の振り返りでシールを貼るようにした

ところ,自分の学習に向かう姿勢を積極的に評価する姿が見られる

ようになった｡

このように, ｢みんなで取り組むことは楽しい｡｣という経験をす

ることと,自立活動での学習との関連性を意識して取り組むことで,

様々な場面で力を発揮するAさんの姿が見られるようになった｡
写真2-16　友達と一緒に考える

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

自立活動の時間における指導は,個の課題に直接アプローチすることのできる指導の形態である｡

教科等の特性は異なるところもあるが,一つの授業の形態を取り上げ授業改善を行うことは,他の

指導場面での意識化及び手立て等の共有につながるということ,そして何より児童の学びをあらゆ

る場面ではぐくむことにつながるということを実感した｡本授業実践は,児童の内面にアプローチ

するもので,授業改善を行っても,毎回新たな課題が発見されるのも確かである｡その課題につい

て一人一人が向き合えるような活動設定,児童自身が課題を解決できるような手立ての工夫,次に

つながる活動の振り返りの充実の3点を中･いこ,今後も｢生きた｣授業を行っていきたい｡
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